
　　　Ⅰ　県の児童相談所における児童虐待相談件数

※構成割合は、小数点以下第2位を四捨五入しているため、合計は必ずしも100％とはならない。

※構成割合は、小数点以下第2位を四捨五入しているため、合計は必ずしも100％とはならない。

　　　Ⅱ　市町村における児童虐待相談件数

資料提供 　令和２年６月３０日

担当課（室） 　子ども未来課

担当者 　岡本

電話（内線） 　073-441-2490

令和元年度和歌山県内における児童虐待相談の状況 

 令和元年度中に県内の2児童相談所及び各市町村に寄せられた児童虐待相談の件数が 

まとまりました。 

 児童相談所が対応した虐待相談の件数は、前年度と比べ363件増加し、1,691件でした。 

 また、市町村の虐待相談の件数は、前年度と比べ109件増加し、1,660件となっています。 

（１）虐待相談件数 

平成30年度 令和元年度 前年比

子ども・女性・障害者相談センター
（中央児童相談所）

紀南児童相談所 221 321 145.2%

計 1,328 1,691 127.3%

児童相談所

1,107 1,370 123.8%

虐待相談件数

（２）虐待種類別・虐待者別相談件数 

○虐待種類別相談件数 

 心理的虐待（言葉による脅しなど）が最も多く、身体的虐待、ネグレクト（食事を与 

えない、ひどく不潔にする、自動車の中に放置する、重い病気になっても病院に連 

れて行かないなど）、性的虐待の順になっています。 

 心理的虐待の件数の割合が依然として高いのは、子供が同居する家庭における 

DVを心理的虐待として警察から通告を受けるケースが多いためであると考えられます。 

年度 件数計

件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合

407 30.6% 12 0.9% 599 45.1% 310 23.3%

件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合

503 29.7% 6 0.4% 781 46.2% 401 23.7%

ネグレクト

1,328H30

1,691R1

身体的虐待 性的虐待 心理的虐待

○虐待者別相談件数 

年度 件数計

件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合

564 42.5% 29 2.2% 666 50.2% 5 0.4% 64 4.8%

件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合

645 38.1% 62 3.7% 884 52.3% 1 0.1% 99 5.9%
R1 1,691

その他実父 実父以外の父親 実母 実母以外の母親

H30 1,328

平成30年度 令和元年度 前年比

1,551 1,660 107%

虐待相談件数

市町村


